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(57)【要約】
【課題】　消費電力の増加を抑制しつつ、複数のワイヤ
レスＵＳＢ方式に対応可能なワイヤレス伝送システムを
提供する。
【解決手段】　ワイヤレス通信システムは、ホストとデ
バイスを備える。前記ホストは、第１の通信方式と前記
第１の通信方式よりも最大伝送レートの高い第２の通信
方式を用いてデータ通信が可能な通信部を備え、前記デ
バイスで用いられる通信方式に関わらず、前記第１の通
信方式を用いて、前記デバイスとの間で通信リンクを確
立するための処理を開始する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホストとデバイスとの間でデータ通信を行うワイヤレス通信システムであって、
　前記ホストは、第１の通信方式と前記第１の通信方式よりも最大伝送レートの高い第２
の通信方式を用いてデータ通信が可能な通信部を備え、前記デバイスで用いられる通信方
式に関わらず、前記第１の通信方式を用いて、前記デバイスとの間で通信リンクを確立す
るための処理を開始することを特徴とするワイヤレス通信システム。
【請求項２】
　ホストとデバイスとの間でデータ通信を行うワイヤレス通信システムであって、
　前記ホストは、第１の通信方式と前記第１の通信方式よりも最大伝送レートの高い第２
の通信方式を用いてデータ通信が可能な通信部を備え、
　前記ホストは、前記第１の通信方式を用いて、前記デバイスとの間で通信リンクを確立
するための処理を開始することを特徴とするワイヤレス通信システム。
【請求項３】
　前記通信リンクを確立するための処理は、前記ホストから前記デバイスに前記第１の通
信方式によりビーコン信号を送信することを含んでいることを特徴とする請求項２に記載
のワイヤレス通信システム。
【請求項４】
　前記デバイスは前記ビーコン信号を受信すると、前記デバイスで使用される通信方式を
示す情報を含むデバイス情報を、前記ホストに送信し、
　前記ホストは、受信したデバイス情報に基づいて、前記第１の通信方式に代えて、前記
第２の通信方式により前記デバイスとの間でデータ通信を行うことを特徴とする請求項３
に記載のワイヤレス通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばＵＳＢ2.0やＵＳＢ3.0等の大容量データを伝送するワイヤレス通信シ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばＰＣと、プリンタやデジタルカメラ等のデバイスとの、装置間のデータ伝送にＵ
ＳＢ (Universal Serial Bus)インターフェース方式が用いられることが増加している。
【０００３】
　特許文献１には、ワイヤレスＵＳＢ送受信システムが開示されている。このシステムは
、接続するデバイスに対し、常に無条件で接続許可を与える手段と共に認証用の数値を確
認擬制する手段を設けたホスト側のＷＵＳＢ送受信装置と、認証用の数値を確認擬制する
手段を設けたデバイス側のＷＵＳＢ送受信装置により構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－３２０２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　伝送データ容量の増大にあわせ、ＵＳＢ方式も規格のバージョンアップが実施され、20
00年には最大伝送レート480MbpsのＵＳＢ2.0が、2008年には最大伝送レート4.8GbpsのＵ
ＳＢ3.0がそれぞれ規格化された。このようなバージョンアップに伴って複数方式が存在
している場合、ユーザの使い勝手を向上するためには、既存方式だけではなく、新たに設
けられた方式に対応可能な装置を提供することが求められる。
【０００６】
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　しかし、既存方式に新たな方式を追加し、複数方式に対応可能にするためには、新たな
方式用の端子などが必要になり、部品点数の増加により、小型化の妨げになったり、製造
コストや消費電力の増加の原因になったりする可能性がある。また、例えば、ＵＳＢ2.0
に追加して、ＵＳＢ3.0に対応可能にする場合には、ＵＳＢ3.0は広帯域であるため、ワイ
ヤレス伝送に要する消費電力が増加するという問題がある。
【０００７】
　特許文献１には、このような複数のワイヤレスＵＳＢ方式に対応するための方法は開示
されていない。
【０００８】
　そこで、本発明は、消費電力の増加を抑制しつつ、複数のワイヤレスＵＳＢ方式に対応
可能なワイヤレス伝送システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明にかかるワイヤレス通信システムは、ホストとデバイスを備える。前記ホストは
、第１の通信方式と前記第１の通信方式よりも最大伝送レートの高い第２の通信方式を用
いてデータ通信が可能な通信部を備え、前記デバイスで用いられる通信方式に関わらず、
前記第１の通信方式を用いて、前記デバイスとの間で通信リンクを確立するための処理を
開始する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、消費電力の増加を抑制しつつ、複数のワイヤレスＵＳＢ方式に対応可
能なワイヤレス伝送システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ワイヤレス通信システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】ＵＢＷ方式の周波数バンドの模式図である。
【図３】ワイヤレス通信システムの構成例を示すブロック図である。
【図４】ワイヤレス通信システムの構成例を示すブロック図である。
【図５】ＵＢＷ方式の変調方式と使用band groupとの関係を示す図である。
【図６】ワイヤレス通信システムにおける初期動作の一例を示す説明図である。
【図７】ホストとデバイスあるいはＤＷＡとの間の動作シーケンス例を示す図である。
【図８】ワイヤレス通信システムの構成例を示すブロック図である。
【図９】ホストとデバイスあるいはＤＷＡとの間の動作シーケンス例を示す図である
【図１０】ワイヤレス通信システムの構成例を示すブロック図である。
【図１１】ワイヤレス通信システムの構成例を示すブロック図である。
【図１２】ＰＨＹ/ＭＡＣの詳細構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図1は、ワイヤレス通信システムの構成例を示すブロック図である。デバイス１３及び
デバイス１４は、例えばデジカメやプリンターなどの装置であり、それぞれＵＳＢ2.0及
びＵＳＢ3.0に対応したものである。また、ホスト８１は例えばＰＣなどの装置であり、
ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0に対応している。本システムでは、デバイス１３及び１４に通
信ハブ機能を持つＤＷＡ(Device wired adaptor)８を有線で接続することにより、ホスト
８１との間でＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0に対応したワイヤレス通信を行うものである。
【００１３】
　ホスト８１は、ＤＷＡ８に接続されたデバイス１３、１４との間で、アソシエーション
（初期認証）を行い、装置毎に個別のコネクション鍵と呼ばれるマスター鍵の共有を行う
。一度コネクション鍵の共有を行うと、次回からはアソシエーションは不要となり、ホス
ト８１とデバイス１３、１４間ではセキュリティの確保された通信が可能となる。なお、
ホスト側とデバイス側のアソシエーションは、有線ケーブル８５を用いたケーブルアソシ
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エーションに限らず、数値入力によるニューメリカルアソシエーションにて行うようにし
ても良い。
【００１４】
　ホスト８１は、例えば、アンテナ１９でＵＷＢ(MB-OFDM)方式により最大480MbpsのＵＳ
Ｂ2.0対応のデータを送受信し、アンテナ４２でIEEE802.15.3c等を用いたミリ波等の高速
伝送方式（ミリ波方式）により最大4.8GbpsのＵＳＢ3.0対応のデータを送受信する。
【００１５】
　ホスト８１は、ＰＨＹ/ＭＡＣ９７とＰＨＹ/ＭＡＣ９８を備える。ＰＨＹは変復調回路
や高周波回路などにより構成され、ＭＡＣは無線リソース制御回路等により構成される。
ＰＨＹ/ＭＡＣ９７は、ＵＳＢ2.0対応データをＵＷＢ方式に変調、あるいはＵＷＢ方式変
調信号をＵＳＢ2.0対応データに復調する。ＰＨＹ/ＭＡＣ９８は、ＵＳＢ3.0対応データ
をミリ波方式に変調、あるいはミリ波方式の変調信号をＵＳＢ3.0対応データに復調する
。
【００１６】
　図２に、ＵＷＢ方式で用いられる周波数バンドの模式図を示す。ＵＷＢ方式では3168MH
zから10560MHzまでの周波数を14のbandに分割し、2bandあるいは3bandを１つのband grou
pとして、6つのband groupに分かれている。現行の規格では１つのband groupを用いて最
大960Mbpsのデータ伝送が可能であり、ＰＨＹ/ＭＡＣ９７は１つのband groupに対応して
いる。
【００１７】
　図１において、デバイス１３、１４はＤＷＡ８に接続され、アンテナ２０、５３により
ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0に対応するデータを送受信する。アンテナ２０でＵＷＢ方式に
より最大480MbpsのＵＳＢ2.0対応のデータを送受信し、アンテナ５３でミリ波方式により
最大4.8GbpsのＵＳＢ3.0対応のデータを送受信する。
【００１８】
　ＤＷＡ８は、ＰＨＹ/ＭＡＣ９９とＰＨＹ/ＭＡＣ１００を備える。ＰＨＹ/ＭＡＣ９９
は、ＵＳＢ2.0対応データをＵＷＢ方式に変調、あるいはＵＷＢ方式変調信号をＵＳＢ2.0
対応データに復調する。ＰＨＹ/ＭＡＣ１００は、ＵＳＢ3.0対応データをミリ波方式に変
調、あるいはミリ波方式の変調信号をＵＳＢ3.0対応データに復調する。
【００１９】
　本例では、ホスト８１およびＤＷＡ８はそれぞれ、ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0に対応し
たワイヤレス伝送のための送受信部を備えており、ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0のデータの
ワイヤレス伝送を実現できる。
【００２０】
　図１に示すように、ＵＳＢデバイス１３、１４がワイヤレス伝送機能を備えていない場
合であっても、ＤＷＡ８を設けることにより、ＵＳＢ方式でのワイヤレス伝送を行うこと
ができる。また、バージョンアップにより新たに設けられたＵＳＢ3.0に対応したＰＨＹ/
ＭＡＣを備えることにより、ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0の複数のＵＳＢ方式でのワイヤレ
ス伝送に対応することができる。
【００２１】
　なお、デバイスがワイヤレス機能を備えている場合には、ＤＷＡ８を省略することがで
きる。図３に示す例では、ＤＷＡを用いず、デバイス８４にワイヤレス機能を持たせてい
る。デバイス８４は、例えばデジタルカメラやプリンターに直接ワイヤレスＵＳＢの通信
機能を持たせたものであり、ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0に対応している。
【００２２】
　図３の例によれば、ＤＷＡを用いずに、デバイスに直接ワイヤレス機能を持たせている
ため、それぞれのデバイス毎に任意の場所で使用することができる。なお、図３において
、図１の同一の構成には同一符号を付け、説明を省略する。
【００２３】
　図１、２の例では、ホスト側とデバイス側に、アンテナ及びＰＨＹ/ＭＡＣをそれぞれ
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２つ設け、ＵＳＢ3.0伝送にミリ波を用いた構成となっているが、これに限定するもので
はない。例えばＵＳＢ3.0の伝送にＵＷＢ方式を用い、マルチアンテナを設け、２つ以上
のband groupに対応するようにしても良い。この場合、band group数に応じて最適な変復
調方式は異なってくるため、ＰＨＹ/ＭＡＣは複数の変復調方式に対応する必要がある。
但し、変復調方式ごとにＰＨＹ/ＭＡＣを設けていたのでは、部品点数が多くなり、小型
化の妨げになったり、製造コストや消費電力の増加の原因になったりする可能性がある。
【００２４】
　そこで、更なる小型化が求められる場合には、図４に示すように、変復調制御部を設け
、１つのＰＨＹ/ＭＡＣにより複数の変調方式に対応可能にすることが好ましい。図４に
おいて、図１の同一の構成には同一符号を付け、説明を省略する。
【００２５】
　マルチアンテナ１０６は、複数のアンテナ１９～４２を有し、いずれか１つのアンテナ
または複数のアンテナを用いることにより、複数band group（例えば図２に示す最大5 ba
nd group）のデータを送受信することができる。マルチアンテナ１０７は、複数のアンテ
ナ２０～５３を有し、マルチアンテナ１０６と同様、複数band groupのデータを送受信す
ることができる。
【００２６】
　ホスト８１およびＤＷＡ８は、それぞれＰＨＹ/ＭＡＣ１０１及び１０２と、変復調制
御部１０８および１０９を備える。ＰＨＹ/ＭＡＣ１０１および１０２はそれぞれ１つの
変調方式のみに対応しているが、変復調制御１０８、１０９の制御により変復調方式を変
え、複数のband groupに対応することができる。
【００２７】
　ここで、図５に変復調方式と伝送レートの関係と、4.8Gbpsデータを伝送する場合の所
要band group数を示す。なお、図５に示した変調方式の中で、現行のＵＷＢ方式で規格化
されているものはＱＰＳＫ相当のＤＣＭと 16ＱＡＭ相当のＤＣＭであり、他の変調方式
は今後規格化の可能性のあるものである。
【００２８】
　図５に示す例では、ＵＳＢ2.0対応データをＵＷＢ方式に変復調して送受信する場合は
、ＱＰＳＫ相当あるいは16ＱＡＭ相当のＤＣＭを用いて1 band groupにより送受信する。
ＵＳＢ3.0対応データをＵＷＢ方式に変復調して送受信する場合は、16ＱＡＭ相当ＤＣＭ
あるいは16ＱＡＭを用いて5つの band groupにより送受信するか、256ＱＡＭあるいは512
ＱＡＭを用いて３つのband groupにより送受信するか、1024ＱＡＭを用いて２つのband g
roupにより送受信する。これにより、4.8Gbpsによる送受信を実現できる。この場合、ホ
スト８１およびＤＷＡ８は、送受信に用いるband group数に応じてマルチアンテナ１０６
、１０７内のアンテナ数を選択するように制御する。
【００２９】
　なお、変調方式には、位相変調、振幅変調、符号化変調など他の方式を用いても良い。
また、図５は一例であり、ホストが、デバイスから受信したＵＳＢバージョンを示す情報
や、送受信するデータレートや変調方式に応じて、通信リンクを確立する際に設定するよ
うにしても良い。
【００３０】
　以上説明したように、図４の例によれば、マルチアンテナおよび変復調制御部を設ける
ことにより、１つのＰＨＹ/ＭＡＣしか備えていない場合であっても、複数のband group
に対応した送受信を行うことができる。
【００３１】
　なお、図４の例では、図１と同様にデバイスにＤＷＡ８を接続し、ＤＷＡ８に１つのＰ
ＨＹ/ＭＡＣと変復調制御部を設けているが、これに限定するものではない。図３のよう
にワイヤレス機能を備えたデバイスに、１つのＰＨＹ/ＭＡＣと変復調制御部を設けるこ
とにより、複数のband groupに対応した送受信を行うようにしても良い。
【００３２】
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　また、デバイスはＵＳＢ2.0とＵＳＢ3.0両方に対応したものに限らず、例えばＵＳＢ3.
0のみに対応したデバイスに適用するようにしても良い。ＵＳＢ3.0は帯域が広いため、ba
nd groupごとに対応したアンテナを設けることにより、広帯域で良好に送受信することが
できる。
【００３３】
　図６に、図１～図４に示した例での、ホストとデバイス間の通信開始初期の接続動作の
一例を示す。ホストは、ＵＷＢ方式（1つのband group使用)とミリ波方式の変調方式に対
応しており、フレーム間隔に相当する一定時間間隔でビーコン信号８６、８７とビーコン
信号８８、８９を出力している。ビーコン信号にはホスト側の情報が含まれている。
【００３４】
　デバイス側でこれらビーコン信号を受信した場合、受信したことを通知するＡＣＫ信号
９０、９２とデバイス側情報９１、９３とを、デバイスからホストに送信する。デバイス
側の情報とは、例えば、デバイス側の送受信形態がＤＷＡを介して通信するものか、ある
いはワイヤレス機能を備えて直接通信するものかを示す情報や、ＤＷＡやデバイスがＵＳ
Ｂ2.0対応かＵＳＢ3.0対応かを示す情報や、どのような変調方式を用いるかを示す情報な
どである。
【００３５】
　なお、ビーコン信号とＡＣＫ信号とデバイス側情報の送受信が時間的に重ならないよう
に、ホスト８１が制御する。また、例えばビーコン信号８８とＡＣＫ信号９２とデバイス
側情報９３は、ビーコン信号８６とＡＣＫ信号９０とデバイス側情報９１が送信された後
に送信される。
【００３６】
　図７に、ホスト８１と、デバイス８４あるいはＤＷＡ８との間の動作シーケンス例を示
す。以下、デバイス８４を例に説明するが、ＤＷＡ８の場合も同様である。
【００３７】
　ホスト８１とデバイス８４は、初めにアソシエーションを実施する（ステップ３１）。
このアソシエーションにより、ホスト８１とデバイス８４は、ホストＩＤ，デバイスＩＤ
、コネクション鍵などを共有する。なお、このアソシエーションは初回に接続した場合だ
け実行し、２回目からはステップ３２から処理を開始する。
【００３８】
　ステップ３２において、ホスト８１はＵＳＢ2.0対応したＵＷＢ方式を用いてビーコン
信号の送信を行う。デバイス８４がビーコン信号を受信すると（ステップ３３）、デバイ
ス８４からホスト８１に対してＡＣＫ信号、デバイス側情報を送付する（ステップ３４）
。
【００３９】
　ホスト８１はＡＣＫ信号を受信すると（ステップ３５）、通信リンクが確立後に、ホス
ト８１とデバイス８４間のコネクション鍵の認証を、いわゆる4 way handshakeなどの手
順により実施する（ステップ３６）。
【００４０】
　なお、デバイス８４がＵＳＢ2.0とＵＳＢ3.0対応の場合は、ＵＳＢ2.0伝送に対応した
ＵＷＢ方式で通信リンクを確立する。ＵＳＢ2.0伝送に対応した方式の方が、ＵＳＢ3.0伝
送に対応した方式よりも、一般的に消費電力が少ない。そのため、図７の例に示すように
、ＵＳＢ2.0だけでなくＵＳＢ3.0に対応している場合であっても、まずはＵＳＢ2.0対応
の通信方式でビーコン信号を送信し、ＵＳＢ2.0で通信リンクを確立することにより、消
費電力を低減することができる。ここで、3.0対応の通信方式とは、例えばミリ波方式や
、複数のband groupを用いたＵＷＢ方式や多値変調を用いたＵＷＢ方式などの高速データ
伝送方式による通信である。
【００４１】
　通信リンクの確立およびコネクション鍵の確認が終了すると、ホスト８１は、デバイス
８４から受信したデバイス側情報を用いて、デバイス８４がＵＳＢ3.0対応であるか否か
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を判定する（ステップ３７）。デバイス８４がＵＳＢ3.0に対応していない場合は（ステ
ップ３７ No）、ステップ３４で確立した通信リンクを用いてデータ通信を開始する（ス
テップ３８）。
【００４２】
　一方、デバイス８４がＵＳＢ3.0対応の場合は（ステップ３７ Yes）、ＵＳＢ3.0対応の
通信リンクを確立する（ステップ３９）。通信リンクを確立すると、ＵＳＢ3.0による通
信を開始する（ステップ４０）。
【００４３】
　本例に示すように、伝送レートの低いＵＳＢ2.0方式で通信リンクを確立し、認証を行
うことにより、ＵＳＢ3.0で通信を行う場合であっても、消費電力の増加を低減すること
ができる。また、ＵＳＢ2.0方式で初期の通信リンク確立することで、ＵＳＢ2.0にしか対
応していない機器とも、確実に通信確立を図ることが既存の機種との互換性を担保できる
。
【００４４】
　図７の例では、デバイス８４等がＵＳＢ2.0と3.0に対応している場合を例にしているが
、これに限定するものではない。ＵＳＢ2.0と3.0に限らず、複数の方式に対応している場
合に、その中で最も伝送レートの低い方式で通信リンクを確立した後に、所望の方式で通
信を行うことにより、消費電力を低減することができる。または、複数の通信方式の中で
、もっともバージョンの古い通信方式で通信リンクを確立することにより、相手側の装置
が新しいバージョンに対応していない場合であっても、確実に通信確立を図ることができ
る。
【００４５】
　なお、図６、図７の例では、ホスト側がビーコン信号を送信し、デバイス側がこれを受
信してＡＣＫ信号を返しているが、これに限るものではなく、デバイス側がビーコン信号
を送信して、ホスト側がＡＣＫ信号を返すことで通信リンクを確立するようにしてもよい
。ホスト側からビーコン信号を送信する場合、デバイス側の消費電力を低減することがで
きるが、ホストは新しいデバイスがあるか否かを確認するために、常にビーコン信号を送
信する必要がある。そのため、デバイス側よりもホスト側の低消費電力化が求められる場
合には、デバイス側からビーコン信号を送信するようにすることが望ましい。例えば、ホ
スト、デバイスのいずれにＡＣ電源が接続されているかにより、ビーコン信号を送信する
側を切換えるようにしても良い。
【００４６】
　なお、ステップ３２においてビーコン信号を送信してから、所定期間経過してもステッ
プ３５においてＡＣＫ信号を受信しない場合、ホスト８１は、ＵＳＢ3.0対応の通信方式
でビーコン信号を送信し、ＡＣＫ信号およびデバイス側情報を受信すると、ステップ３９
において通信リンクを確立した後にホスト・デバイス間で認証を行い、ＵＳＢ3.0による
通信を開始する（ステップ４０）。
【００４７】
　また、図８の例に示すように、図１のホスト８１に電力伝送制御部４５と電力送信アン
テナあるいは送信コイル４６を備え、ＤＷＡ８に電力受信アンテナあるいは受信コイル４
７を備え、ホスト８１からワイヤレスで電力を伝送するようにしても良い。本例によれば
、ＤＷＡ８およびデバイス１３、１４にワイヤレスで電力を供給するため、ＤＷＡ８やデ
バイス１３、１４をＡＣ電源に接続せずに使用することができる。これにより、設置場所
の自由度を広げることができる。
【００４８】
　図８の例において、電力伝送制御部４５は、ＤＷＡ８から受信した情報により、ＤＷＡ
８に接続されているデバイスの数や、そのデバイスのＵＳＢバージョンを検出し、これら
条件に応じて伝送電力を変えるように制御する。接続されているデバイスのＵＳＢバージ
ョンや接続されているデバイスの数に応じて、必要な電力には差があるため、伝送電力を
変えることにより消費電力を低減することができる。例えば、デバイスがＵＳＢ2.0対応
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の場合は供給電力を少なくし、ＵＳＢ3.0対応の場合は供給電力を多くする。また、デバ
イスの数の増減に応じて、供給電力を増減する。
【００４９】
　なお、図８には図示していないが、電力受信アンテナあるいは受信コイル４７に、バッ
テリが接続されているものとする。また、図８は一例であり、図１の例に限らず、例えば
図３や図４等に記載の他の通信システムに、電力送信アンテナあるいは送信コイルと、電
力受信アンテナあるいは受信コイルを備え、ワイヤレスで電力を伝送するようにしても良
い。図３に適用する場合には、電力受信アンテナあるいは受信コイルをデバイス８４に設
ける。
【００５０】
　ワイヤレスで電力を伝送する場合には、図９に示すように、図７の動作シーケンスに電
力伝送に関するステップ４１、４２、４３を追加する。なお、図７と同様、デバイス８４
を例に説明を行うが、ＤＷＡ８を用いる場合も同様である。
【００５１】
　ホスト８１は、ステップ３１でアソシエーションを実行した後、デバイス８４(あるい
はＤＷＡ８)にワイヤレス電力伝送を開始する（ステップ４１）。このとき、リンクの確
立とデバイス認証のために最低限必要な電力を伝送する。
【００５２】
　その後、ステップ３４においてデバイス８４から送信されたデバイス側情報を用いて、
ホスト８１はデバイス８４がＵＳＢ3.0対応であるか否かを判定する（ステップ３７）。
デバイス８４がＵＳＢ3.0に対応していない場合は、ＵＳＢ2.0通信に対応した電力の伝送
を開始する（ステップ４２）。一方、デバイス８４がＵＳＢ3.0に対応している場合は、
ＵＳＢ3.0通信に対応した電力の伝送を開始する（ステップ４３）。
【００５３】
　本例によれば、最初に通信リンク確立とデバイス認証に最低限必要な電力を伝送し、そ
の後、接続されたデバイスのＵＳＢバージョンに応じて伝送電力を制御することにより、
消費電力を低減することができる。
【００５４】
　以上、図１、３、４、８等を用いて、ＰＣ８１が、ＤＷＡ８あるいはデバイス８４とワ
イヤレス通信を行う場合について説明をしたが、これに限定するものではない。例えば、
ＰＣにＨＷＡ(Host wired adaptor)を接続し、ＤＷＡ８等との間でワイヤレス通信を行う
ようにしても良い。なお、図１０は、図１におけるＰＣ８１の代わりに、ＨＷＡ６にＰＣ
１を接続してホストを構成した例である。図１等と共通する構成には同じ符号を付け、説
明を省略する。
【００５５】
　ＰＣ１からデバイス１３、１４へ送信すべきデータは、ＰＣＩ（Peripheral Component
 Interconnect）バス２３を介してＨＷＡ６に送られる。ＨＷＡ６では、データはＰＣＩ
インターフェース３を介して、データ処理部２６に送られる。データ処理部２６は、ワイ
ヤレスＵＳＢドライバ（ソフトウェア、図示せず）とワイヤレスＵＳＢロジック回路（ハ
ードウエア、図示せず）等から構成され、ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0のデータ処理を行う
。具体的には、データ処理部２６は、ＵＷＢ方式や高速データ伝送（ミリ波）方式のプロ
トコルに準拠し、例えば、ＵＷＢチャンネルリソースやミリ波チャンネルリソースに合わ
せてデータの送受信をスケジューリングしたり、パワーマネッジメントを実行したりする
。
【００５６】
　送信データがＵＳＢ2.0に対応したデータの場合は、ＰＨＹ／ＭＡＣ９７でＵＷＢ信号
に変調され、アンテナ１９からＤＷＡ８のアンテナ２０に送信される。一方、送信データ
がＵＳＢ3.0に対応したデータの場合は、ＰＨＹ／ＭＡＣ９８でミリ波信号に変調され、
アンテナ４２からＤＷＡ８のアンテナ４４に送信される。
【００５７】
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　アンテナ２０により受信されたＵＷＢ信号は、ＰＨＹ／ＭＡＣ９９で信号復調され、復
調データはデータ処理部２９に送られる。データ処理部２９は、ワイヤレスＵＳＢドライ
バ（ソフトウェア、図示せず）とワイヤレスＵＳＢロジック回路（ハードウエア、図示せ
ず）等から構成され、ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0のデータ処理を行う。データ処理部２９
から出力されたデータは、ＰＨＹ/ＭＡＣインターフェース１１によりＵＳＢ2.0データに
変換され、デバイス１３に送信される。
【００５８】
　アンテナ５３により受信されたＵＷＢ信号は、ＰＨＹ／ＭＡＣ９９で信号復調され、復
調データはデータ処理部２９に送られる。データ処理部２９は、ワイヤレスＵＳＢドライ
バ（ソフトウェア、図示せず）とワイヤレスＵＳＢロジック回路（ハードウエア、図示せ
ず）等から構成され、ＵＳＢ2.0およびＵＳＢ3.0のデータ処理を行う。データ処理部２９
から出力されたデータは、 ＰＨＹ/ＭＡＣインターフェース１１によりＵＳＢ2.0データ
に変換され、デバイス１３に送信される
　アンテナ５３で受信されたミリ波信号も同様に、ＰＨＹ／ＭＡＣ１００による復調およ
びデータ処理部２９によるデータ処理がされた後、ＰＨＹ/ＭＡＣインターフェース１１
によりＵＳＢ3.0データに変換され、デバイス１４に送信される。
【００５９】
　一方、デバイス１３、デバイス１４からＰＣ１にデータを送信する場合は、逆の流れで
処理される。
【００６０】
　なお、本例では、ＰＣ１とＨＷＡ６の間はＰＣＩバスで接続されているが、これに限定
するものではない。例えば、ＨＷＡ６は、ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ（登録商標）カードの
ようなＰＣ内蔵カード形式により構成されても良い。また、ＰＣＩバスの代わりに、ＵＳ
Ｂを用いて接続しても良い。
【００６１】
　また、図１に限らず、図３のシステムにおいても、ＰＣ８１の代わりにＰＣ１およびＨ
ＷＡ６を用いても良い。なお、図１および図３の例では、ＤＷＡ８内の構成として、ＰＨ
Ｙ/ＭＡＣ９９、１００のみを記載しているが、図１０のＤＷＡ８と同様に、データ処理
部２９およびＰＨＹ/ＭＡＣインターフェースを備えているものとする。また、ＰＣ８１
についても、ＰＨＹ/ＭＡＣ９７、９９の他に、データ処理部２６を備えているものとす
る。
【００６２】
　また、図４のシステムにおいても、図１１に示すように、ＰＣ８１の代わりにＰＣ１お
よびＨＷＡ６を用いても良い。
【００６３】
　図１２に、図４及び図１１におけるＰＨＹ/ＭＡＣ１０１、１０２の詳細構成の一例を
示す。ＰＨＹ/ＭＡＣ１０１、１０２は、ＲＦ回路ブロック（高周波信号処理回路）５５
～５９、６０～６４、ＢＢブロック（ベースバンド変復調）６５、６６、ＭＡＣ（無線リ
ソース制御回路、ＢＢ部に送付されるデータのフレーム構成制御回路）から構成される。
周波数の異なる複数のband groupを送受信するため、少なくともＲＦブロックは複数設け
る必要がある。ＢＢブロックは複数のＲＦブロックからの信号を変復調処理するが、変調
制御部１０８、１０９により変復調可能な方式を切り替えることで、変復調方式ごとにＢ
Ｂブロックを用意する必要がなく、小型化が可能である。
【００６４】
　また、図８に示すように、ワイヤレスで電力伝送する場合においても、ＰＣ８１の代わ
りに、ＰＣ１およびＨＷＡ６を用いても良い。この場合、ＨＷＡ６内に、電力伝送制御部
４５と、電力送信アンテナあるいは送信コイル４６とが備えられ、電力伝送制御部４５が
ＰＣＩインタフェース３に接続される。
【００６５】
　以上、図１～１２を用いて、ＵＳＢ2.0及びＵＳＢ3.0に対応したワイヤレス通信システ
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ムについて説明したが、ＵＳＢ2.0及びＵＳＢ3.0は一例であり、他のＵＳＢ方式を用いる
場合であっても、本発明を適用することができる。また、ＵＳＢに限らず、他の大容量ワ
イヤレス伝送方式を用いる場合に本発明を適用しても良い。
【符号の説明】
【００６６】
　１、８１　ＰＣ　
　６　ＨＷＡ
　８　ＤＷＡ
　１３，１４、８４　デバイス

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】
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【図４】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１１】

【手続補正７】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１２】



(18) JP 2011-66578 A 2011.3.31

フロントページの続き

(72)発明者  門井　涼
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　株式会社日立製作所コンシューマエレクトロニクス研究
            所内
(72)発明者  利根　正純
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　株式会社日立製作所コンシューマエレクトロニクス研究
            所内
Ｆターム(参考) 5K067 AA11  AA43  BB21  CC02  DD23  EE02  EE25  EE35  HH21  KK03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

